
2023 年度（第 38 回）タカラ・ハーモニストファンド活動助成報告 

 

 島民と共に自然を知り、島の自然を未来に残したい！ 

「島まるごと館」の再整備と固有亜種ダイトウコノハズクの保全活動 

 

ダイトウコノハズク保全研究グループ                           沖縄県 

はじめに 

 沖縄県の離島、南大東島は海洋島であり、世界でもここだけにしか生息しな

い固有種が数多く生息している。特別天然記念物に指定されているダイトウオ

オコウモリ、絶滅危惧種に指定されている固有亜種ダイトウコノハズク、固有

種のオオアガリマイマイなどである。その一方で、開発による環境破壊や外来

種の侵入が進んでおり、島の自然を保全する活動が必要とされている。 

 ダイトウコノハズク保全研究グループは 2002 年から南大東島でダイトウコ

ノハズクの保全活動を行ってきた。繁殖場所を提供するために島内に巣箱の設

置し、繁殖状況のモニタリング調査を継続的に行っている。しかし、継続的な

保全活動を続けて行くためには、地域住民との協力体制を築くことが必要不可

欠である。そのために、地域住民を対象にダイトウコノハズクについての教育

普及活動を行い、協力して調査を行う必要がある。 

 2001 年に南大東島には島の自然環境を発信する場として「島まるごと館」が

建設された。この施設の古くなった展示を刷新することで、資料館としての価

値向上が期待される。本活動では、ダイトウコノハズクの保全のための繁殖調

査を島民とともに行った。さらに、「島まるごと館」の展示の刷新を行うとと

もに、島民に対する教育普及活動を行い島での継続的な保全活動につなげるこ

とを目的とした。 

  

 

     



A.ダイトウコノハズクの繁殖調査 

方法 

 2023 年 2 月~8 月と 2024 年 2 月~7 月にかけて南大東島に長期滞在を行い、

ダイトウコノハズクの繁殖調査を行った。2023 年は金杉尚紀・佐々木瑠太・細

江隼平・澤田明の計 4 名、2024 年は金杉尚紀・堀内晴・中田知伸・坂井充・

澤田明の計 5 名で調査を行った。 

 産卵前である 2 月～3 月に巣箱の設置、整備を行った。2023 年は 191 個、

2024 年は 186 個の巣箱と自然の洞をモニタリング対象とした。3 月から、モニ

タリング対象の巣箱と洞を 3~4 日に一度訪問して、カメラで撮影を行った。ダ

イトウコノハズクのメスは産卵の数日前から巣内に座り込みを行う。そして、

基本的には座り込みをしているが、日没後 1~2 時間程度は巣から離れることが

知られている。そのため、巣内への座り込みを発見した日からは、日没後 1~2

時間以内に巣箱を毎日訪問し産卵状況を記録した。多くのダイトウコノハズク

は 3 月下旬から 4 月下旬にかけて産卵を行うため、5 月中旬までに産卵が見ら

れなかった巣箱と洞はモニタリングを中断した。 

 産卵は多くの場合は 2~5 日に 1 卵ずつ行われるため、同じ卵数が 6 日間継続

して確認されるまで訪問を行った。最初の 1 卵を産んだと推定される日を産卵

日と定義した。産卵日から 25 日以上過ぎた日に孵化することが知られてい

る。そのため、産卵日から 25 日後から、再び日没後 1~2 時間以内に巣箱に訪

問し孵化状況を記録した。ヒナが視認される、あるいは、ヒナの声や割れた殻

が確認された日を孵化日とした。ダイトウコノハズクは非同時孵化の生態を持

つ種であり、同一の巣内から孵化するヒナがばらばらの日に孵化する場合があ

る。この孵化日はその巣で最初に孵化したヒナの孵化日で推定されている。 

 孵化日から 20 日齢の時にヒナの形態計測と個体識別のための標識を行っ

た。ヒナの多くは 30 日齢程度で巣立つため、25 日齢から毎日、日中に巣箱を

訪問し巣立ち日と巣立ちヒナ数を明らかにした。 



 

図 1. 巣箱での産卵 

 

図 2. 孵化直後のヒナ 

 

図 3. 20 日齢時での計測と標識  



結果 

 2023 年では 125 巣でメスの座り込みが確認され、118 巣で産卵が確認され

た。そのうち、95 巣で 1 卵以上の卵が孵化した。74 巣で 1 羽以上のヒナが巣立

ちをし、146 羽のヒナが巣立ったことが分かった。 

 2024 年では 108 巣でメスの座り込みが確認され、107 巣で産卵が確認され

た。そのうち、76 巣で 1 卵以上の卵が孵化した。66 巣で 1 羽以上のヒナが巣立

ちをし、141 羽のヒナが巣立ったことが分かった。 

 

 

図 4. ダイトウコノハズクの繁殖成功率 
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島民との調査 

 ダイトウコノハズクへの理解を深める機会を創出するために、島民とともに

繁殖調査を行った。2023 年 7 月に 1 回、2024 年 3 月、5 月、6 月に 4 回行っ

た。内容は巣箱の整備活動と外来哺乳類対策、繁殖調査の見学会である。繁殖

調査の見学会では、実際に調査を見学してもらいながら少人数を対象にダイト

ウコノハズクの生態、生息状況の現状を話した。 

  

図 5. 2024 年 3 月巣箱の整備活動 

 

図 6 . 2023 年 7 月の繁殖調査見学 

 



繁殖状況のリアルタイム展示 

「島まるごと館」が南大東村教育委員会の方針により、リニューアルに向けて

休館となってしまった。そのため、繁殖状況の展示を南大東村教育支援センタ

ーで行った。後述する、巣箱作りイベントで島の子供たちが作成した巣箱につ

いてのダイトウコノハズクの利用状況を中心に展示を行った。また、センター

の連絡網を活用して子供たちの家族にも繁殖状況の発信を行った。 

 

図 7. 4 月 9 日の掲示  

注:希少種保護の観点から、本報告書に掲載しているポスターは実際に掲示した  

  ものから設置場所情報を削除したもの 



 

図 8.  4 月 24 日の掲示 

 

  



 

 

図 9. 6 月 4 日の掲示 



B.「島まるごと館」の展示の再整備 

「島まるごと館」の展示となるポスターの作成を行った。2023 年 7 月に仮の

ポスター展示を作成した。加えて、2024 年 7 月にポスター展示を完成させ

た。南大東村教育委員会で「島まるごと館」の展示の刷新が検討され始めたた

め、自分たちの研究グループの研究成果を中心としたダイトウコノハズクにつ

いてのポスター展示を作成した。 

 

 

図 10. 仮ポスター 

  



 

図 11. ポスター展示 

  



C.小学生への授業 

 2023 年 7 月 21 日に南大東村学習支援センターで小学生を対象とした授業を

行った。19 時~19 時半にダイトウコノハズクの生態についての授業を行った。

その後、大東神社に移動し、20 時~21 時まで野生のダイトウコノハズクの観察

会を行った。 

 

図 12. 2023 年 7 月の授業の様子① 

 

図 13. 2023 年 7 月の授業の様子② 

  



〇授業後のアンケート結果 

図 14. 授業後アンケート 

感想(一部抜粋) 

・このはずくがはじめてで 3 びきもみれてうれしかった。 

・この目で一度もみたことがないの今日みれてうれしかったです。 

・コノハズクを初めて見られてうれしかったです。 

・なんで、コノハズクのメスの方がおおきいのかを知りたい。 

・いろんなコノハズクがみれて楽しかった。 

・コノハズクを次にさがしに行くときは静かにするのと大声を出さないように

したいです 

・暑かったけど、ダイトウコノハズクをみれてたのしかった。 

・楽しかったから来年もあるならさんかしたいです。 

  



 2024 年 7 月 21 日に南大東村教育委員会の協力のもとで「島まるごと館」で

小学生を対象とした授業を行った。17 名の小学生とその保護者が参加した。19

時~19 時半にダイトウコノハズクの生態についての授業を行った。その後、「島

まるごと館」の復元の森に設置した巣箱 (後述する巣箱作成イベントで子供た

ちが作成したもの) の見学を行った。そして、20 時~21 時まで大東神社で野生

のダイトウコノハズクの観察会を行った。 

 

図 15. 2024 年 7 月の授業の様子① 

 

図 16. 2024 年 7 月の授業の様子② 



D. 巣箱作成イベント 

 2024 年 3 月 27 日に南大東村学習支援センターで巣箱作成イベントを行っ

た。14 人の小学生が参加した。15 時~17 時までダイトウコノハズクの生態につ

いての授業を行った。授業の後、巣箱の作り方の説明を行った。子供たちを数

名のグループに分けて、4 個の巣箱の作成を行った。作成した巣箱は後日、島

内の森に設置した。そして、ダイトウコノハズクの利用状況を適宜、掲示し

た。 

 

図 17.  授業時の様子 

 

図 18. 巣箱作成時の様子 



 

 

図 19. 完成した巣箱 

E. 島の行事でのパネル展示 

 2024 年 7 月の小学生への授業の際にパネル展示も行った。パネル展示の際

には研究グループで所有しているダイトウコノハズクの剥製も活用した。他の

行事でのパネル展示については今後、調整を行って実現させたい。 

図 20. パネル展示の様子 


